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弁理士同友会 第４回研修会のご案内 
 

拝啓 時下益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

 今般、中科専利商標代理有限責任公司の 張 立岩 先生をお招きして、下記の内容

についてご講演いただくことに致しました。 

 参加希望者は、申込書に必要事項をご記入の上、７月４日（金）までにＦＡＸまたは

eメールにてお申し込み下さい。皆様のご参加をお待ちしております。 

 なお、本研修は、テレビ会議システムを利用して弁理士会館より中継して実施致しま
す。 

 また、日本弁理士会の継続研修として実施し（単位認定申請中）、所定の申請をする

と外部機関研修として単位が認められる予定です（予定単位数：２単位）。遅刻・早

退・中座をされると、単位認定の対象とはなりませんので、十分ご注意ください。 

敬具 

記 

 

テーマ『中国商標法第３次改正の概要と実務上の留意点』 
 

 中国商標法は専利法（特許法・実用新案法・意匠法）より２年早く１９８２年に創設

され１９８３年に実施されました。その後１９９３年第１次改正、２００１年第２次改

正が行われ、今年第３次改正が行われ、５月１日より施行されました。 

 主要な改正点は音声標識の保護(８条)、一出願多区分（２２条）、懲罰的賠償制度の

採用（６３条）、商標権者の使用義務（６４条）等が挙げられます。この１２年ぶりの

大きな改正の概要と実務上の留意点を最新の情報を基に解説いたします。 

 ※講義は日本語で行います。 

 

講 師  張 立岩(Zhang Liyan) 先生 
     （中科専利商標代理有限責任公司 総経理、日本事務所代表） 

     中国ハルビン科技大学精密計器学科を卒業、分析機器制御研究に従事。 

     神戸大学大学院計測工学研究科を修了、工学修士号を取得後、日本大手電気

     メーカ中央研究所にて光電センサーの研究開発に従事。1996年中科に入所、

     2000年中国弁理士試験に合格。中国知財に関する執筆･講演など多数あり。 

 

日 時  平成２６年７月１１日（金） 午後６時５０分～９時００分 
場 所  日本弁理士会 東海支部室（弁理士会館とテレビ会議接続） 
会 費  登録３年未満（未登録含む）：無料（会員・非会員とも） 

     登録３年以上：同友会会員１,０００円  非会員４,０００円 

 

 

 



 

---------------------------------切り取り不要-------------------------------- 

 

 
研 修 会 申 込 書 

 
東海委員長 廣江 政典 宛 ＦＡＸ：０５８-２７６-７０１１ 
      E-Mail：masanori[AT]hiroe.co.jp 
      （[AT]を@に変換して下さい） 
 

７月１１日（金）の第４回研修会（名古屋会場）に参加を申込みます。 
 
 
 

ご氏名                   

 

同友会会員 ・ 非会員 （いずれかに○印） 

 

登録３年未満  （該当する場合に○印） 

 

 

登録番号                  

 

連絡先ＴＥＬ                

 

E-Mail                   

 


